
24
年
９
月
か
ら
は
藤
原
運
輸

（
藤
原
輝
之
社
長
、
大
阪
市
西

区
）
と
も
連
携
し
、
浜
松
市
を

中
継
地
に
し
た
茨
城
―
兵
庫
の

ト
レ
ー
ラ
付
け
替
え
方
式
に
よ

る
中
継
輸
送
を
始
め
た
。

新
東
名
・
浜
松
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
に

隣
接
す
る
コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア
浜

松
（
浜
松
市
浜
名
区
）
を
中
継

拠
点
に
、
鹿
嶋
市
の
ガ
ラ
ス
工

場
と
兵
庫
県
尼
崎
市
の
工
場
の

間
を
結
ぶ
。
積
み
荷
の
ガ
ラ
ス

製
品
は
一
定
の
荷
量
が
あ
り
、

こ
ち
ら
も
ほ
ぼ
毎
日
稼
働
し
て

い
る
。

の
負
担
を
減
ら
せ
る
。

た
だ
、
折
り
畳
め
る
と
は
い

え
、
幌
の
部
分
が
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
で
の
荷
役
時
に
障
害
に
な

っ
た
り
、
幌
を
付
け
る
こ
と
で

高
さ
制
限
の
あ
る
工
場
に
入
れ

な
く
な
っ
た
り
す
る
ほ
か
、
荷

台
上
の
一
部
分
に
荷
重
が
掛
か

る
と
カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
が
歪
ん

で
開
閉
し
に
く
く
な
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
佐
佐
木
社
長
は
「
課

題
は
あ
る
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

高
齢
化
が
進
む
中
、
今
後
の
人

材
定
着
の
た
め
に
も
、
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
幌
車
を
順
次
増
や
す

方
向
で
検
討
し
た
い｣

と
話
す
�

・
岡
崎
Ｓ
Ａ
は
上
下
線
の
行
き

来
が
で
き
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
乗

り
換
え
可
能
な
た
め
選
ん
だ
。

中
継
輸
送
に
使
用
し
て
い
る

２
台
は
、
平
ボ
デ
ィ
ー
車
と
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
幌
車
。
平
ボ
デ

ィ
ー
車
は
シ
ー
ト
掛
け
作
業
が

必
要
と
な
る
が
、
シ
ー
ト
は
雨

水
を
含
む
と
重
さ
40
㌔
に
な

り
、
荷
台
に
載
せ
る
だ
け
で
も

大
変
な
労
力
が
掛
か
る
。
高
い

荷
台
上
で
の
作
業
に
は
危
険
も

伴
い
、
シ
ー
ト
掛
け
作
業
は
ド

ラ
イ
バ
ー
の
離
職
原
因
に
も
な

る
。
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
幌
車
を

導
入
す
る
こ
と
で
シ
ー
ト
掛
け

扱
い
が
難
し
い
た
め
、
中
継
輸

送
に
は
弥
生
京
極
社
が
保
有
す

る
特
殊
架
装
の
大
型
車
２
台
を

使
用
。
往
復
路
合
わ
せ
て
４
人

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
乗
務
す
る
こ

と
で
、
改
正
改
善
基
準
告
示
を

ク
リ
ア
し
て
い
る
。

中
継
輸
送
を
行
う
に
は
、
ま

ず
毎
日
荷
物
の
定
量
オ
ー
ダ
ー

が
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

茨
城
―
岡
山
は
お
お
む
ね
毎
日

荷
量
が
あ
る
。
ま
た
、
最
適
な

中
継
地
点
も
調
査
し
、
新
東
名

復
路
は
朝
日
通
商
の
別
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
同
じ
車
両
に
空
ラ

ッ
ク
を
載
せ
て
輸
送
し
、
岡
崎

Ｓ
Ａ
で
弥
生
京
極
社
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
車
両
を
リ
レ
ー
す
る
。

ガ
ラ
ス
製
品
は
重
量
が
あ
り
荷

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
、
愛

知
県
岡
崎
市
）
で
朝
日
通
商
関

西
支
店
（
神
戸
市
東
灘
区
）
所

属
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
運
転
を
引

き
継
ぎ
、
岡
山
県
の
工
場
ま
で

届
け
る
。

茨
城
―
岡
山
の
中
継
輸
送
は

ド
ラ
イ
バ
ー
交
替
式
で
、
23
年

８
月
に
朝
日
通
商
（
後
藤
耕
司

社
長
、
高
松
市
）
と
の
連
携
で

始
め
た
。
弥
生
京
極
社
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
茨
城
県
鹿
嶋
市
の
工

場
か
ら
ガ
ラ
ス
製
品
を
輸
送
。

横
浜
市
の
自
社
拠
点
を
経
由
し

て
、
新
東
名
高
速
道
路
・
岡
崎

の
効
率
化
に
向
け
新
た
な
手
法

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
。

ま
た
、
安
全
・
労
務
管
理
面

を
中
心
に
管
理
事
項
が
増
え
て

い
る
こ
と
も
課
題
と
な
る
。
中

継
輸
送
網
な
ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
時
間
短
縮
と
な
る
対
策

を
進
め
て
も
、
管
理
者
の
成
り

手
不
足
で
運
用
が
ま
ま
な
ら
な

く
な
る
事
態
が
危
惧
さ
れ
る
。

同
社
で
は
、
荷
主
の
協
力
を
得

な
が
ら
管
理
者
の
待
遇
改
善
に

も
注
力
し
て
い
く
方
針
だ
。

佐
佐
木
氏
は
「
中
継
化
し
た

こ
と
で
運
送
コ
ス
ト
は
２
、
３

割
ア
ッ
プ
し
た
が
、
安
定
し
た

輸
送
へ
の
投
資
で
あ
り
、
労
働

時
間
の
適
正
化
の
た
め
に
は
必

要
な
取
り
組
み
。
荷
主
に
も
ご

理
解
い
た
だ
い
た
。
輸
送
コ
ス

ト
の
大
幅
な
上
昇
を
抑
制
す
る

た
め
に
も
、
中
継
輸
送
は
継
続

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強

調
す
る
。

集
ま
る
仕
組
み
づ
く
り
も
必

要
」
と
指
摘
す
る
。

弥
生
京
極
社
で
は
今
後
、
ス

ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
ー
車
や
セ
パ
レ

ー
ト
ボ
デ
ィ
ー
車
の
導
入
、
運

転
と
荷
役
の
分
離
な
ど
、
一
層

ラ
を
持
た
な
い
中
堅
・
中
小
は

単
独
で
実
現
す
る
の
が
難
し

く
、
他
社
と
の
連
携
が
欠
か
せ

な
い
。
ま
た
、
普
及
に
弾
み
を

付
け
る
に
は
、
荷
主
主
導
の
取

り
組
み
と
、
広
く
荷
物
情
報
が

今
後
の
中
継
輸
送
の
安
定
継

続
・
拡
大
の
課
題
と
し
て
、
佐

佐
木
氏
は
「
特
積
事
業
者
な

ど
、
各
地
に
中
継
拠
点
と
な
る

イ
ン
フ
ラ
を
持
つ
大
手
は
中
継

輸
送
を
し
や
す
い
が
、
イ
ン
フ

安
定
継
続
へ
手
法
検
討

弥
生
京
極
社
（
佐
佐
木
陽
太
社
長
、
横
浜
市
鶴
見
区
）
で
は
、
「
２
０
２
４
年
問
題
」
対
策

と
し
て
他
社
と
連
携
し
て
始
め
た
ガ
ラ
ス
製
品
の
中
継
輸
送
が
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
。
茨
城
―

岡
山
は
３
年
目
、
茨
城
―
兵
庫
も
２
年
目
に
入
り
、
お
お
む
ね
毎
日
稼
働
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
時
間
短
縮
に
寄
与
。
今
後
も
安
定
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
幌
車
や

シ
ャ
シ
ー
と
ボ
デ
ィ
ー
の
切
り
離
し
が
可
能
な
セ
パ
レ
ー
ト
ボ
デ
ィ
ー
車
の
導
入
な
ど
、
更
な

る
効
率
化
・
作
業
負
担
軽
減
へ
の
新
た
な
手
法
の
検
討
を
進
め
る
。

（
吉
田
英
行
）

集
ま
る
仕
組
み
必
要
荷
物
情
報

弥生京極社　中継輸送が軌道に

管
理
者
負
担
増
待
遇
改
善
へ

コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア
浜
松
で
弥
生
京
極
社
の
車

両
㊧
と
藤
原
運
輸
の
車
両
が
中
継
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